
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　その他（基金繰入金）

　国庫支出金

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

0

7,360

0 1,652

0

医療提供体制分析システムのデータが最新値に更新され、地域医療構想の策定に向けた基礎資料として活用可能となった。

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施

 概算事業費（B（A）+C）

0

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

平成27年度は、2025年（平成37年）における病床機能区分（高度急性期、急性期、回復期、慢性期）別の医療需要の推計等を行うための

調査分析事業を地域医療再生事業（三次分）（シートNo.050207）で実施するなど、平成28年度に地域医療構想を策定するための取組を

本格的に進めていく。

目標に対

する成果

の状況

5,708

□ 事業を現行どおり実施

5,708

0

0

0

0

前年度繰越

補正予算

予

算

額

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

5,708

5,708

0

合計（A) 0 0 0

5,708合計

当初予算

項目

成果目標の達成状況

H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果

24年度区　　分（単位：千円）

概　算

人件費

0.20

0

Aの

財源

達成状況

26年度26年度26年度26年度 27年度25年度

―

医療提供体制分析シス

テムの改修・分析

0

Ｈ26

１件 １件 達成

0

施策の総合的展開

6-1　健康で長生きできる地域づくり

４　医療施策の充実

担

当

課

医療提供体制分析システムの

改修及び分析の実施

委託

長野県国民健康保険団体連合会及び産業医科大学

ヘルスマネジメントシステム有限責任事業組合に委託

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 実施は困難

5,708

平成23年度に電子レセプトを活用した医療提供体制の分析システムを構築したが、データの内容が平成22年度のものであるので、データ

の更新が必要である。また、地域医療ビジョンの策定のために、分析する内容の充実を図る必要がある。

長野県地域医療再生計画（拡充分）

【左記の説明、根拠法令等】

0

（当初）

医療法の改正により都道府県に策定が義務付けられた「地域医療構想（ビジョン）」について、県内の医療提供体制の状況を十分に分析

した上で策定する。

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26

（決算）

5,708

～H26

○医療提供体制分析システムの改修及び分析の実施

事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 医療提供体制分析事業医療提供体制分析事業医療提供体制分析事業医療提供体制分析事業

健康福祉部

課・室 医療推進課

事業番号 04 03 11

―

実施期間

部局

H27

（当初）

県が関与

する理由

目指す姿

現状

（予算編成

時）

事業内容

5,708

総合５か年

計画

プロジェクト  iryo@pref.nagano.lg.jpE-mail


